
○３章 ２次方程式 学習日 月 日

解の公式

年 組 番 名前

● 例題１ ●
次の２次方程式を解きなさい。

（１）２χ２＋３χ－１＝０

解の公式にａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝－１を代入す
ると

χ＝

これを整理すると

χ＝

問１ 次の２次方程式を解きなさい。
（１）３χ２＋５χ＋１＝０

解の公式にａ＝３、ｂ＝５、ｃ＝１を代入する
と

χ＝

これを整理すると

χ＝

（２）５χ２＋７χ＋１＝０

解の公式にａ＝５、ｂ＝７、ｃ＝１を代入する
と

χ＝

これを整理すると

χ＝

－３± ３２－４× ２× (－１)
２× ２

－３± １７

４

－５± ５２－４× ３× １
２× ３

－５± １３

６

－７± ７２－４× ５× １
２× ５

－７± ２９

１０

ａχ２＋ｂχ＋ｃ＝０の解は、

χ＝

これを２次方程式の『解の公式』という。

この公式を利用すると、ａ、ｂ、ｃの値を

代入することによって、２次方程式の解を

求めることができる。

－ｂ± ｂ２－４ａｃ

２ａ

《ｂが偶数で約分ができるタイプ》

（３）３χ２－２χ－４＝０

ａ＝３、ｂ＝－２、ｃ＝－４を代入すると

χ ＝

これを整理すると

χ＝ ＝

＝

（４）７χ２＋４χ－１＝０
ａ＝７、ｂ＝４、ｃ＝－１を代入すると

χ＝

これを整理すると

χ＝ ＝

＝

《根号の中が簡単にできるタイプ》

（５）３χ２－５χ＋２＝０
ａ＝３、ｂ＝－５、ｃ＝２を代入すると

χ ＝

これを整理すると

χ＝ ＝

＝１，

（６）５χ２－７χ＋２＝０

ａ＝５、ｂ＝－７、ｃ＝２を代入すると

χ ＝

これを整理すると

χ＝ ＝

＝１，

－(－２)± (－２)２－４× ３× (－４)
２× ３

２± ２ １３

６

１± １３

３

２± ５２

６

－４± ２ １１

１４

－２± １１

７

－４± ４４

１４

－４± ４２－４× ７× (－１)
２× ７

－(－５)± (－５)２－４× ３× ２
２× ３

５± １
６

２

３

５± １

６

－(－７)± (－７)２－４× ５× ２
２× ５

７± ３
１０

２

５

７± ９

１０


